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ウトナイト沼湿原の植物生態学的研究

　　　　　一植物群落の二二的解析一

　　　矢部和夫・伊藤浩司
北海道大学大学院環境科学研究上；｝生態系管理学講座

　Ecological　Studies　of　U£onaito　Bog　near

　　　　　　Tomakomai，　Hokka量do

－Numerical　Analysis　of　Plant　Communities一

　　　　　　　　　KaZuo　Yabe　and　Koji王to

Department　of　Blosystem　Mana慕ement，玉）ivision　of　Enviromnental

　　CoHservation，　Graduate　School　of王3nvironlnental　Sc三ence，

　　　　　　　Hokkai（玉。　Univers三ty，　SapPoro，060

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　　苫小牧市北東部に広がる勇払陳野は1973年来，いわゆる苫東開発地域に指定され，各種の開発行為が漸次

的に進展してきている。これに伴い，勇払隙野の下流域の湿原では著しい水位の低下が認められてきている。

現在，開発の影響から辛うじてまぬがれて，ある程痩現状を維持しているのは，勇払川支流である美々川の1

支流トキサタマップ川流域湿原や，勇払畑野の北東に位卜する柏原葉灘原など，ごく一三1に限られている。

　　勢払原野の生態に関する研究は，橘ら（1978）や伊藤ら（1978）によってなされてきた。また橘・伊藤（1981＞

は，すでにウトナイト沼の湿原植焦の蒸群集一群集分類を行った。しかし，これ迄の研究は，伝統的な植盗分

類法に基づくものであり，定性的，不連続的な立場から植生解析がなされてきた。著者らは，現在湿原を動的

な立場から＝醇検討しつつある。

　　本研究では，対象として部分的にしか研究されていない苫小牧市北東12km（42。42！N，1410421鋤，美々州

の終末であるウトナイト沼湿原，美々用湿原，およびそれぞれ美々川の支流に沿って発達しているトキサタマ

ップ（川流域）湿原とオタルマップ（川流域〉湿原をとりあげた。これらの湿源植生を，いくつかの連続体的解

析方法によって詳細に蒋検討を行ったので，ここに報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．調査地の概況

　1・1　自然環境

　　ウトナイト沼は，海岸汀線（太平洋襟）から当選距離で8kmにある。この地域の表層は，樽前火山および恵

庭火山由来の新期火LL隈繊物である火山礫で覆われ，地質区分では沖積世に属する（北海道農業試験場，1988）。

　　ウ1・ナイト沼およびその周辺の地形は，沖稜低地と丘陵に大別される。沖積低地にひろがっている湿原は，
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美々州湿原とウトナイト沼湿原の平望地湿原，およびトキサタマップ湿原とオタルマップ湿原などの谷湿原に

大別される。標高は前者ではおおよそ1～5mであり，後者はおおよそ10　m以下である。

　　札幌管区気象台（1973）によれば，著小牧地方は太平洋西部気候区に属している。その特性として，温暖で

冬季の降雪量が少ないこと，および6～8月にかけては霧のかかる日が多いが，年問を通して圭ヒ較的晴天日が多

いことがあげられる。本地方の年平均気温は6．9℃であり，平均年降水墨は！，242㎜mである。

　1・2植生概況
　　調査対象となった各湿原の周辺都は，ハンノキ林が分布し，島原内部は，スゲやイネ科草本の優期する低

層湿原となっている。本調査地域では，ミズゴケが優占する湿原は一般的でなく，湿原周辺部に局所的にみら

れるにすぎない。ウトナイト沼湿原や美々川御幣を含む平坦地湿原は，イワノガリヤスやツルスゲの優廃する

低層蜂蜜となっている。一方トキサタマップ湿原やオタルマップ湿原などの谷湿原では，ムジナスゲやヤチス

ゲが優占する低層湿原となっている。

　　抽水植物群落のひとつであるヨシ群落は，美々揖やトキサタマップ川などの流路に沿って，川縁に帯状に

分布している。また同じ抽水植物であるマコモの群落は，蛮にウトナイト沼内部で島状に分布しており，沼の

陸化に貢献していると思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．方　　　法

　2・1植生調査
　　植生調査は，Fig，1に示すような44地点で，1979年と1980年の夏期に行なった。本調査に先だって1979

年春から夏にかけて数回の予備調査を行ない，相観のちがう植生をできるかぎり観察し，調査地の設定に際し

て，地域内の相観型をできるだけ網羅するように配慮した。

　　種数一面積調査によると，ムジナスゲ群落では，1m2で全体の50～100％の種数が出現し，2m2では60～

100％の忌数が出現した。またハンノキ低木林では，1m2で50～65％の種数がlll二1現し，2m2では70傷の種数

が出現した。この地域の湿原植生は，ひとつの相観型が広い画積を占めるため，一様となる場合が多い。これ

らのことから，方形区の大きさは従来より大きめにとり，2m2と定めた。

　　使用した方形区は1×2m2で，：方形区内を20　c皿間隔の絡子に区切り，50の小区噸こ分けた。

　　植生調査では，この方形区内に出現するそれぞれの種について，被度（％〉および頻度を測定した。この揚

合頻度は，植物体の基部を含む小区画数に基づいた。

　2・2　植生資料の解析

　　調査方形区で得られた各々の種の高度および頻度の実測値は，その方形区内の全種の合計値に対する相対

被度値と相対頻度値に換箪し，さらに相対斜度値と梢対頻度値を平均して，各々の種の枳対優占度値を求めた。

本研究上の数量解析は，すべてこのようにして得られた相対優占度値による。

　　解析は群落の分類，種無の分類，種間の分布相関およびオーディネーシ。ンの4通りの方法で行った。な

お解析に際し，出現回数1回の種は，すべて資料から除いた。またミズゴケ以外の鮮苔類は，溜定困難なため，

資料からのぞいた。

　2。24群落の分類

　　群落分類の方法は，平均連結法の一種であるMountford法（木元，1976）によるクラスター分析によっ

た。このとき使用した群落類似度は，Whittakerの類似度百分率である。

　　解析の結果得られた群落型の命名は，その中の特微種名を用いた。特徴種とは，ある群落にのみ専属的に

出現する種と，分布域は広いが特定の群落でのみ優占度の高い種を意味している。このため採用された特徴種

は，必ずしもその群落型の優占種と一致するとは隈らない。
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2・2・2種群の分頚

　2・2・1　と同じ操作を個々の種に関して行って，種群を抽繊した。

2・2・3　種間の分布相関

　　種の在・不在をもとにして，すべての組み合わせについて2種ごとの四分褒を作成し，Z2検定を行って，

種間の分布相関の程度を調べた（Kershaw，1973＞。

　2・2・4　オーディネーション

　　植生資料の要約のためおよび植生聞の相互関係を抽幽するために，主成分分析法によるオーディネーショ

ン（Orloci，1973＞を行った。獺関係数行列から，間有値の最も大きな4軸を鋒出した。計鐸は北海道大学大型

計算機センターで行い，使用したプログラムは，SPSS－FACTORである。

3．結 果

　3・1群落の分類

　　クラスター分析による結果の解釈の際生じるひとつの趨接的な問題は，分類水準の差によって得られるス

タンド群（植生群）が異なることである。Flg．2はクラスター分析の結果得られたデンドログラムを示してい

る。本研究では，便宜鑑的に水準a（類似度20）および水準b（類似度32．5）の2つをもうけ，分類されたそれ
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Fig。2．　　Cluster　analys玉s　of　44　stands　based　on　50　species．　Separations　of　stand

　　　　　clusters　into（livisions　and　types　are　base（モon　level　a（sim三夏arity　index篇20）

　　　　　and　level　b（s三milarity　index篇32．5）．

それのスタンド群についての解釈を行った。水準aおよび水準bによって分類されたスタンド群を，以後それ

ぞれ鷹匠」および「型」と呼ぶ。

　　Fig．2で右すみの3つのスタンドを除き，残りのものは水準aによって3つの区分に分割された。左側の

区分1には，ムジナスゲやヤチスゲの優占する低層湿原植生およびヨシ優占の巨水植物群落のスタンドが含ま

れた。この低層湿原植生は，トキサタマップ湿原などの谷湿原に特異的に分布していた。

　　中央の区分2には，ウトナイト沼や美々川湿原の平坦地湿源に分布している低層湿原植生のスタンドが含

まれた。この植生には，ソルスゲやイワノガリヤスの他に，クロバナロウゲやミズオ1・ギリなどの広葉型草本

が優占していた。

　　右側の区分3は，前2者より乾性的な立地のスタンドからなり，ハンノキ習性林やミズゴケ群落などの植

生が含まれた。

　　水準bによって，8つの植生型が分類された。このうちF型とG型については，相観上の大きな違いが

認められたため，水準bの分類によらず2つの型に分類した。

　　これらを特徴種によって，以下のように命名した。

　　　　Alムジナスゲーヤチスゲ群落型

　　　　B：ヨシ群落型

　　　　C：イワノガリヤスーツルスゲ群落型



ウトナイ1・沼湿原の数量的解析 111

　　　　D：　クμパナロウゲーミズオトギリ群落型

　　　　E：　エゾイソツツジ群落型

　　　　F：　ハンノキ群落型

　　　　G：ナガボノシロワレモ灘ウーヒメシダ群落型

　　　　H：オオミズゴゲーヒメミズゴゲ群落型

　　　　＊王：　白水植物群落型

　3・2種群の抽出

　　種群分類の結果得られたデンドログラムをFig．3に示す。この図からわかるように，高い類似度水準で

の一群の集まりは悪かったが，得られた3つの種群α，β，γは，それぞれFig．2で示された3つの区分を構

成する種群としてよく対応した。

　　この解析結果と2種目の分布相関の関係を示すとFig．4のようになる。　Fi84，では，2種問の分布相関

が，危険率5％以下で有意に達したものをすべて示している。またこの図における種の配列は，上述の種群の

分類結果によった。ただし図の作成にあたり，各種群内で高い疋の分布相関を持つように種の配列を操作した1

サギスゲを種群・・一1から一群・・一2に移しまたツボスミレを樹矯3－1から種群レ3に移した・
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・どの・1継型に蠣激かった3つ4）スタ押からなる．いずれも・シ以外の抽水植物群落なので・1

　つの群落型として取り扱う。
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　　その結果種群α一2，β一1とβ一2の中では，若州に高い正の分布相関を持つ種同士が集まった。また種群7

に関しては，γ一2，γ一3とγ一4内のそれぞれの種騰士が高い正の分布相関で結びついていると圃博に，γを構成轟

する種全体でも互いに高い正の分布梢関がみられた。これらの種群は，各群落型の特徴種群として扱えること

が予想されたので，上記の2通りの解析法を詰合したFig．4の結果を，以下種群として取り扱う。

　3・3オーディネーション

　　主成分分析の結果得られた4つの軸は，44調査地点間の種構成内の全分散に対して，その33。6％を説明し

ていた（Fig．5，6，7）。

　　Fig・5で，第一軸（y1）は区分3に属する植生型の展朋であり，他の植生型のスタンドを表わすプ1・ッ｝・

は，0点付近の負側に集中している。ナガボノシロワレモコウーヒメシダ群落型（G）のスタンドを表わすプロ

ットが軸の負側に配置され，毘の側にハンノキ群落型（F）→エゾイソツツジ群落型（E）吟オオミズゴケーヒメ

ミズゴケ群落型（H）のそれぞれのスタンドを表わすヅロットが，：［Eの高い値の方1鞭こ順に配列された。

　　第二軸（Y2）上では，エゾイソツツジ群落型（鋤と晶帯ミズゴヶーヒメミズゴケ群落型（H）のスタンドを

表わすプロットはO点付近に集まり，二言に区分1および区分2のスタンドを袋わすプ獄ットが集中してい

る。正の側では，高い働こ内ってハンノキ群落型（F）…・ナガボノシロワレモコウーヒメシダ群落型（G）のスタ
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ンドを表わすプロットが順に配列された。

　　Fig．6とFlg．7では，第三軸（蝿）と第匹1軸（埼）は，区分1と区分2の植生型の展開をしており，区分

3のスタンiごを褒わすプロットは，0点付近に集まっている。

　　Fig．6では，第蕪．軸は，ヨシ群落型（B）一〉ムジナスゲーヤチスゲ群落型（A），汚水植物群落型（1）帰イワノ

ガリヤスーツルスゲ群落型（C）→クPバナロウゲーミズオトギリ群落型（D）にかけての植生型の変化を反映し

ている。

　　Fig．7では，第四軸は，ムジナスゲーヤチスゲ群落型（A）一〉抽水植物群落型（1＞一〉イワノガリヤスーツル

スゲ群落型（C）にかけての植生灘の変化を反映している。なおヨシ群落型（B）のスタンドを蓑わすプロット

は，第四軸の正の側全体に展開された。
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4．考 察

　4・1群落型とその構成種群

　　Braun－B1孤quet（1971）をま，特定の植物社会に対する種の結びつきの程度として・適合度概念を発展させ

た。Braun．Blanquetのいう標徴種は，高い適合度を持ち，特定の群落と強く結びつく。標微種の中で最も良

いものは，排他的に一つの植物枇会にのみ「從属」する種（適合度5）である。

　　漂徴種は生態学的に重要であって（Krebs，1972），その種をとりまく生育環魔をよく反映する衡ノ三房な指漂

である．醗表による観の分輔関の角蜥の糸課得られ勧1いを・正の結びつき樹つ繍と・群落型の対応

を検討すれば，群落と種群の専生的な結びつきを明らかにすることができる。

a．区　分1

　　区分1は，抽水植物群落と谷湿原の窪£届湿原植生からなる。

　i．ムジナスゲーヤチスゲ群落型（Table　1）。

　　この群落型は，ムジナスゲ優占亜型とヤチスゲ優占亜型に分けられる。また方形区10～12は，両者の中間

的な種組成を持…っている。

　1）ムジナスゲ優占群落亜型

　　ミズドクサをのぞく種群α一1が，この群落に対応し，さらにヤチスゲとノハナショウブの出現頻度も高い。
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　2）ヤチスゲ優占亜型

　　互いに高い正の分布梢関を持つ種群α逸が，この群落と特微的に結びつく。またムジナスゲ優占亜型と岡

じく，ミズドクサをのぞく種群‘τ一1も，この群落中に高い頻度で出現する。

　　群落高は，箭者が約80Cmであり，後者はおおよそ50　cmである。これらの群落型は谷湿原に特異的に分

布する低屡湿原植生であり，トキサタマップ湿原やオタルマップ湿原に広がっている。立地の土壌は過湿であ

るが，後者の方が水位は高く，しばしぽ湛水している。

　ii，　ヨシ群落型（Tab掩2）

　　この群落型では，上1強にヨシが密生し，下生種は少ない。ムジナスゲ，ミズドクサ，ヤナギトラノオ，ミ

ゾソバなどがわずかに生育している。

　　ヨシが単独で擾占し，群落高はL5m内外である。この型は，美々川やトキサタマップノilなどの流路の縁

に帯状に分布がみられる場合が非常に多く，このような生育地は，流動水によって湛水されている。

　iii．抽水植物群落型（Table　2）

　　この型は，マコモ，ミツガシワおよびヤラメスゲがそれぞれ単独で形成する群落である。

　　これらは，クラスター分析によってどの区分にも分類されなかった群落であるが，ヨシ群落型と岡じく，

抽水植物群落セこ属しているので，区分1に含めた。これら3種の主な分布域は，それぞれ災っている。すなわ

ち，マコモは，ウトナイト沼で島町に群落をつくり，ミツガシワは，低層湿原内の水たまりで優占する。また

ヤラメスゲは，流路に沿って，ヨシの外側に帯状群落をつくる。
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Table　1．

　　　　　　　　　　環境科学第5巻第1号1982
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　　　　　＼＼、　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　Number・f　species　i

2！鱒am，，≧一二、：＝＝、。，二、旦7
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　51　　ムラサキミ　ミカキグサ

　52　エゾホシグサ

　53　　スケづ属　sp亙

　54　ミクリ

　75　ヒラヒツジゴケ

　76　ホソバミズ門閥ゴケ

　o

　・

　●

　o

　o

　o

O。8

o

o

●

o

o

●

o

o　　　　　　　　o　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　．

o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●　　　　　　　　o

o　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

幽　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o

・　　・　30．1

・　　・　10．O

G．6　・　　・

・　　1．5　・

9．7　・　　・

9。7　・　　・

＊

＊＊

See　Appendix．

Excluded　from　the　presentξmalysis。

A1：Cα2一αた01ぬ1〃μ～ガdominant　subtype，　　A2：（∴

王ntermediate　type：n・t　bel・旦g　t・b・th　subt｝・pes・

～加‘斑dom童nant　subtype．
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Table　2．　Species　composition　of昂㍑g〃パ∠65　coノπ〃〃〃z廊communlty

　　　　　　type（B＞役nd　emerging　macrophyte　type（1＞．

ミ＼・一・…y・・p・

　　　　　　　　Ωuadrat　number

　　　　　　　L、、r　　　　　　　　　㍉
　　　　　　　Number　of　species　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミPl。。t。。m。、卜一＿～．一．．．、．　i
一　　．．．　．　　．．．．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．．．．＿　、．．、『　．．『「　　　　　　．．．．．．．．．．　．．．’．三＿．．．

B 1

13 玉4 15 16 42 43 44

3 3 6 5 3 2 1

Spec三es　group‘r－1

　　1　ムジナスゲ

　　2　ヨ　シ

　　3　ミズドクサ

　　4　ミツガシワ

Species　groupβ一2

　19　ヤナギトラノオ

　21　ミゾソバ

　22　シμネ

　23　イヌスギーナ

31，9　　　・　　　・

65．7　　　　971　　　48．4

2。4　　　・　　　・

　■　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　●

2．2

39．8

4．6

2。G　　O。5

1．0　　11．8

・　　　31．3

・　　　5．6

■

負

14．8

●

97．6

o

●

Others

　　5ヤダースゲー

　　6　サギスゲ

　14　　ツノレスクゴ

　　8　エゾノヒツジグサ

　50　ヤラメスゲ 1

王31imanated　species

　55　マコモ

卿

■

o

●

●

2．5

●

1．5

52．0

q

7．6

◎

●

O　　　　　　　　　　　　　　　　o

■　　　　　　　　　　　　　　o

o　　　　　　　　　　　　　　　　●

2．4　　　・

・　　100．0

● 77．6

＊　See　Appendix．

b・区分2（Table　3）

　　区分2に属する群落型は，いずれも平坦地湿原における低暦湿原植生である。

　iv．イワノガリヤスーッルスゲ群落型（Table　3）

　　この群落型は，さらにイワノガリヤス優占亜型とソルスゲ優占亜型に分けられる。

　3＞ツルスゲ優占亜型

　　種群β一1のうち，ミズオトギリ，ツルスゲとイワノガリヤスが，この群落に高頻度で出現する。また種群

α一1のムジナスゲとヨシも全方形区に禺現し，これら2種の優占度も高い。

　4）　イワノガリヤス優占！匝型

　　種群β一1のうち，イワノガリヤスとツルスゲが全方形区に出現し，ミズオトギリ，クロバナロウゲおよび

ヤナギトラノオも高い頻度で出現するほか，ムジナスゲも高い出現頻度をもっている。

　　群落高は，前亜型では優占種であるツルスゲは飼働性植物であるため，50cm程であるが，後｝ili型では80

Cln内外となる。種組成からみると両者の違いは少なく，主な糊違点は，イワノガリヤスとソルスゲの優占度の

鑑によっている。立地はともに過灘であるが，水位はツルスゲ優1編亜型の方が高く，この生育地はしばしぼ



118 　　　　　　　環境科．学第5巻第1暑1982

TaL叢e　3．　Species　composit圭on　of　stands　belonging　to　the

　　　　　　i）ivis量on　2．

＼添

　　　　　　＼＼

P1・nt塁・贈s＊．．＼一～

　　　　　　　　　　…
Communlty　type　i

一一 `．．．．．．．“ @．．．1．．．．　　　　　i．．‘

＼潮鯉瓢一＿
　　　　　　　　　　　　ミ＼＼9￥ad「at　numbe「1

　　　　　．“．．．．一．“．一内．．．．、．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　伽．．．．．「．．一．．「’ヒ．．．．．．．「繭．．1．．　　．

C i
．1

…1…

　　22

　　81

D

C王 C2

17　　　18　　19　　20　　21　i 23　24

Number　of　species　i

9　15　10 8　101 7 7

25　　　26　　　27　　　28

11　　8　10　12

Spec玉es　grQupα一！

　1　ムジナスゲ

　2　ヨ　シ

　3　 ミス“ Gごクサ

　4　ミツガシワ

　　｝
　　旨i
　　　i　15．1　15．2　10．1　　1．5

　　　22．6　16．7　25。1　39．0　27，7

　　｝　8．3　　　・　　　・　　　。　　　・

　　き
　　1　11．7　　　・　　　。　　　　・　　　　。

．＿．．＿．＿．．．…．．．．．．．．．．一．一．＿．＿．．．．．．．．．．＿．．．．．＿．＿．一．＿．…＿．．．．．．、．．．．．．＿．．．．＿＿．＿．＿．．．．．五、

　　i

　　1　　・　　21，0　16．9　　2．0　　　・

　　i　・　　・　　7ユ　　・　　。
　　i
　　i　12．0　21．0　18．4　43．3　10，6
　　．1

　　レ　4．922．98。026．4
　　1
　　i　・　玉．9　・　3・1　・
　　…
　　E　　．　　　　．　　　。　　　。　　　。
　　…
　　i　．　　．　．　．　．

5・6i　4・9

　　　　0

　　　　●

　　　　o

4．3　・

・　4．1

●　　　　　　　　0

8．6　・

i

32．3　31．8　　　・

・　　・　　5．2

0　　　　　　　●　　　　　　　　o

・　　6．4　・

11．8

3．7

　9

0．7

Spec1es　groupβ一1

　！2　ミズオトギリ

　13　クロバナμウゲ

　／4　　ツノレスケ’

　15　．イワノガリヤス

　／6　ケアキノウナギツカミ

　17　ナガバノウナギツカミ

　18　オオアゼスゲ』

Others

19

20

21

22

23

24

25

28

35

37

38

42

47

50

41

11

5

ヤナギトラノオ

ホソバノヨツバム．グラ

　　リ　　　　　　　　ぐ

ミソソハ

シロ不

イヌスギナ

サワギキ≡1ウ

ヒメナミキ

ホザキシモツケ

ツボスミレ

モウセンゴケ

ヒメシiコ不

ヒメシダ

クサレタマ

ヤラメスゲ

ナガボノシロワレモコウ

ノハナシ寡ウブ

ヤチスゲ

。

．

●

o

．

18．6

1．8

0

◎

・

●

0

0．9

◎

o

●

●

o

o

●

o

o

O．3

0

0

・

0．5

．

G．8

0．3

・

●

●

●

　學

　，

G．3

　．

　o

　，

　0

0．5

　・

　・

1LO

　o

　●

　o

　o

　o

　●

0．8

顧

o

o

O

o

●

o

o

o

●

2，4

●

o

●

．

●

32

2．9

4．8

！4．5

　0

一
　　…
　．　l

　Q　　

　0

　9

一
．i

　　｛

●i
4・11

』i
　　i
　　…
　。　1
　　「
　・　…

　　…

25．6　　5．6　　　・

9．5　1．4　・

！0．5　28．1　18．6

39．2　49．9　55．0

　・　　・　1．5

　p　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

●．3・5 ﾛ

6．8　　5，6　29．1　　7．7

3。8　　5．2　　1，9　　1．1

1L9　30．8　23．7　19．2

0．2　。　　。　　・

・　　　・　　13．5　　3。8

1．5　　・　　　3．0　　　●

・　　　8，3　　5，4　48．7

0．3

0

●

0

9

●

9

0

●

●

●

，

0．3

0

0

0

●

．

o

o

●

●

●

●

O

o

o

o

●

2．3

・

●

●

●

．i2β
　　i
　，　　　　　　　　　　●

　畳　　　　　　　　　　　，

　●　　　　　　　　　　0

15．5　　・

　●　　　　　　　　　　　．

　・　　　　　　　　　　　●

　　1
　’　1　。
　　1
　・　i32。5

　　…
　・　1　1．7
　　「

　　1
　●　1　●
　　1
　・　i　。
　　i
．i．

　．1　．
　　…
　．　…　．

　　i

1。9i4。8
　　｛

・i1．9

．

1．5

・

．

・

o

o

・

●

●

●

●

0．6

●

●

膠

．

　●

　o

　o

　・

　●

　o

　●

　●

！3。4

　0

　●

　●

　，

　●

　o

　・

　，

1．4

1．1

0．4

　■

　．

　●

●

　●

　o

●

●

●

◎

9

0．9

●

o



ウトナイト沼湿原の数量的解析 119

1、＼　C・mmuni・y・yp・

＼＼　鞠ゆ㌧．

＼濃膿腫
Pl。n，。。mよ尿＼．．．．＿瓢

i　　　　　c
l　己1…
…　17　　　18　　　19　　　20

．91510810

　　　　i

C2　　　1
　　　　．i

　　　　1
23　24

D

21　　22

　．．．．「．．．．．．．．．　．一．一．．．．．

8　　7　　7

25　　　26　　　27　　　28

11　　8　　10　　12

Ehminated　species

　56　オニナルコスゲ

　57　ウメバチソウ

　58　ヒメジソ

　59　キツネノボタン

　60スゲ属sp2
6！

75

76

77

78

79

ドクゼリ

ヒラヒツジゴケ

ホソバミズゼニゴゲ

チ翁ウチンゴケ属sp，

アオギヌゴケ属sp．1

アオ・ギヌゴケ犠sP．2

9。3

・　　9．5　・

・　　。　0．25　　・

　　　…　　　　　　　G．4

・　　0．4　　…

・　　1。2　　…

・　　0．2　　…

・　　6β　　…

，　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o

o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　・　　　　　　　　　o

6，3　・　　・

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o

o　　　　　　　　　●

嘩　　　　　　　　　●

・　0．7

●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o

・　　・　　4．1　　・

＊　See　Appendix．

　C：CαZα〃～α8・105廊1‘〃～9340ノがあCα7’催ρ∫側6106～〃π加community　type．

　C1＝CαZα1照9ノ・o∫’～3！αη95401が～dQminant　subtype。

　C2＝Cα1で」じZ加05αdomlnalユt　subtype。

　D：！「o妙r‘〃α汐α1zz∫∫ノゴ5－7■ノブα♂8〃z〃ノ’ノψ071～α〃ノ凄community　type・

湛水している。

　v．　クロバナロウゲーミズオトギリ群落型（Table　3＞

　　この群落型では，イワノガリヤスをのぞく種群声1が，特徴種群となっている。しかしまたムジナスゲも

高い優占度および頻度をもって禺現している。ツボスミレは，2つの方形区で高い頻度で出現した。

　　広葉型座本が多く出現するこの群落では，全体に植被が疎であり，また群落高も50c・n以下である。立地

は過湿であって，泥炭層の発達は不顕著で，厚さ10cm内外に過ぎない。

　　区分2に属する植生型のうち，イワノガリヤスーツルスゲ群落型は，美々川湿原およびウトナイト沼湿原一

帯に分布している。またクロバナロウゲーミズオトギリ群落型は，ウトナイト沼同原の東部にみられる。この

東部では，内側にイワノガリヤスーツルスゲ群落型，外側にクロバナロウゲーミズオトギ財洋落型が，それぞ

れ帯状に沼を閥んで分布している。

c．区分3（Table　4＞

　　区分3は，種群7と結びついている。これに含まれる方形区の立地は，全体的にみて区分1や区分2の方

形区よりも乾性傾向にある。

　vi．　エゾイソツツジ群落型

　　Table　4にみるように，方形区29は種組成的に他のものと異質であるので，この群落型からのぞいて考

察する。種群r－5がこの群落型と結びつき，他にモウセンゴケ，ヒメシダ，ムジナスゲおよびミツガシワの｝：Li

現頻度が高い。また方形区30でワラミズゴケ，方形区31でムラサキミズゴケが高い優占度でli＝｝現する。この
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Tab蚕e　4．　Species　composition　of　stands　belonging　to　the

　　　　　　　王）ivision　3．

＼下．、9・mm・・・…y・・i＿・

＼＼＼嚥・・痂副293。3、

＼唖繭薦ヒ∴6－
Pla嶽t　names＊　　－．．．．“．．．　．．一．一．．．ヒ．～～・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　…
Specl・・g・・up・一1　i

　　　1　ムジナスヶ～　　　　i28．9　0，8

　　　2ヨシ　　　133・017・6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　3ミズドクサ　　1⑳・
　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　4　ミツガシワ　　　　　…　・　　1．8
　　　　　　　　　　　　　　　　　し

12

8．O　i　12，7

・　　8ユ

。　　　　　　　　　　　噂

2．9　　1．7

32

18

F

33

15

8．6

12．9

　夢

・

　　i　　G

34　　i　35　　　36　　　37

　　…
＿．．＿＿．＿．．．

P．．　＿．．．．．．．．．．＿．．．．．．＿＿＿．．＿．．．＿．＿．．＿．．

　　1

9…8　14　15

6ユ　i　　・　　　2．5　　6．1

．i27・・5ユ・・

　　…
・　　i　。　　　。　　　．

o　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　o

∴、。。

　　　　　…
　　　g　　i　　5．3　　4．3

　　　　　…

　　　・　；・　・

　　　　　…
　　　　　1

　　　．　　i　　O．9　　7．5

　　　0．3i　・　　・
　　　　　…
　　　．　i　．　　．
　　　　　i

　　　3．8i　・　．
　　　　　…

　　　　　i

　　　　　…
　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　

　　　　　i

　　　　　こ

　　　　H

38　　39　　40　　4！

21　　16　　25　　21

　・　　14．5　　0．9　　／．8

5．0　　。　　2．0　　3．6

　●　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　o

　o　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　o

Species　group‘Y－2

　　5　ヤチスゲ

　　6　サギスゲ

　　7　ミカヅキグサ

Species　groupβ一！

　12　　ミズオトギリ

　13　　クロバナロウゲ

　14　　ツルスゲー

　15　イワノガ』リヤス

　　・　　0．3

ほ7．3．

1●　’

　　・　　0．5

　　，　　　　　　　　　　●

　　●　　　　　　　　　　●

　　●　　　　　　　　　　●

・

・

●

o

o

9

唇

●

●

o

●

●

　　　1

，…．．9．9
　　　…

齢…◎　．　’
0・819・00・41・0

　　　｛
10．8　i　　9。1　1LO　　7．6
　　　1

Species　groupγ一1

　24　サワ・ギキョウ ．

0，4　…

0．5　　・　　0．3　　0．6

4，8　　・　　4．0　　0．2

i

i
l　23．9　31．5　3！．6　1
i

iO．4　・

；1．9　・

　　　し

　．　　｛　．
　　　i

　　　i

　　　…

19．Oi
　　　…

。　i
　　　！．

o　　　　　　　　　　・

7．4　・

・　　0．7

．　　　　　　　　　　o

i一…．

Species　groupγ一2

・　　！．0　　0．3　　◎

o　　　　　　　■　　　　　　　曹　　　　　　■

・　2．8　・　・

1．8　2．7　　2．9　　。

・　　0．3　　7．4　　0．8

27

28

29

ハンノキ

ホザキシモツケ

タチギボウシ

　　，1
　　願

　　●

3．6

0．3

0

●

●

o

1

i10．6
i

…1．8

　0，4

・　3．6　1．8

・　0．3　・

・　0．3　・

Species　groupγ一3

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

　　　　　　コ

探砦ケ

1髭ング・

ツボスミレ

コガネギク

モウセンゴケ

ll欝ケ

ェゾシ．ロネ

i：：：i

噛　。　0．3　．　l
　　　　　　　　　　i

…・・
i・3・35引

1：：93i
．　，　　．　　。　…

o

●

露

9

！．2

2．O

o

5，7

0．7

0

●

・

●

3．0

●

0

！．0

●

電

。

●

o

・i
・…

i。i

：｝

：1

一

●

●

o

●

●

・

●

，

・

●

●

ゆ

●

，

o

●

●

．

●

o

o

●

c．…．．．．．．．．．．．．
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　　群落型は，湿原の縁などに小規模にみられ，立地は過湿である。密なミズゴケ群落の上にエゾイソツツジ

などの他種が生育している。群落高は50cm程である。

　vii．ハンノキ群落型（Table　4）

　　この群落型に特徴的に結びつく里門はみられない。しかしハンノキ，ヒメシダおよびムジナスゲが全方形

区に出現し，このうち特に前2蒋の優占度が高い。

　　群落高2m程のハンノキ疎林であり，この群落は，湿原の縁等の過湿地に広く分布している。

　vili．ナガボノシロワレモコウーヒメシダ群落i型（Table　4＞

　　アゼスゲを除く種群7－4が，この群落型の特徴種群となっている。この中でシロバナスミレとアカネムグ

ラの2『種は，この群落型のみに出現している。この他には，ムジナスゲ，ヨシ，イワノガリヤスおよびツルス

ゲが，高いほ硯頻度をしめしている。

　　この群落型は，群落高！－1．5mの高茎草原である。立地の一部は，平坦に整地した跡が明白にみられる。

土壌の発達は悪く，10cm内外であり，その下は火山礫層となっている。立地は乾性で，平常時の水位は一20～

一40cm程と低い。この群落型は，ウトナイト沼湿原の西部から北部にかけて沼をとりかこんで分満しており，

東部にも部分的に分布している。

　ix．オオミズゴケーヒメミズゴケ群落型（Table　4）

　　この群落型では，種類が最も豊寓であり，ヒメナミキ，シロバナスミレおよびアカネムグラをのぞく種群

γの構成臆すべてが出現している。この中で種群7－3が，最：も特徴的にこの群落型と結びついている。この他

ムジナスゲ，ヨシ，サギスゲ，ミカヅキグサおよびイワノガジヤスも高い出現頻度をしめている。

　　この群落型は，この地域に出獄するミズゴケ群落の最も一般的なものであり，トキサタマップ湿原やウト

ナイト沼湿原などに小規模に出現している。これらの湿原の縁等で，過湿な火山礫上に高さ50cm程の小丘

（ハンモック）を形成している場合が多い。またウトナイト沼湿原東部では，イワノガリヤスの形成するマッ1・

状の密な根球上に，カーペット状に出現している。

　4・2　他の群落分類結果との比較

　　橘・伊藤（1981）は，勇払湿原全体および十勝川河潤地域の湿原植生を，最上麟の優占穂こ基づく基群集一群

集分類系で分類した。Tabie　5は，本研究で分類された低層湿原植生（区分1，区分2＞のそれぞれと叢も類似

した基群集と優群集を対応させている。寒中で「十」の種は，基群集・優群集でのみ出現頻度と優占度の高い種

をしめし，また「一」は，数貴分類による群落型と範型にのみ出現頻度および優占度の高い種をしめしている。

　　両者の群落で対応はあまり良くなかった。原凶として調査地域のずれと標本抽出方法のちがいがあげられ

る。さらに上述の研究では勇払原野下淡地域の湿原が中心であり，橘ら（1978）の十勝川河口域の湿原からの

研究結果をも含めていた。一一：方本研究では，ウトナイト沼と橘・伊藤（198！）によって報告されなかったトキサ

タマップ湿原などの谷湿原からなる限られた地域を集中的にとりあつかった。

　　標本抽出の方法として，植生の単位を認めない連続体的立場では，相観の異なる群落の境界部から積極的

に標本抽出を行なう。一方植生の単位性を支持し，群落の階級構造を構築しようとする立場では，境界部の群

落からの標本抽患は避ける傾向にある。

　　ウトナイト塗鞘凍のイワノガリヤスーツルスゲ群落は，本研究と橘・伊藤（1981）の両方によって取り扱

われた（Table　5）。数母分類上のイワノガリヤスーツルスゲ群落型は，イワノガリヤス優占亜型とツルスゲ

優占亜型に細分され，両亜型にイワノガリヤスとツルスゲが共通して出現し，またムジナスゲも共通して繊現

した。ツルスゲ優占亜型と類似の植生であるムジナスゲーツルスゲ基群集とヨシーツルスゲ基群集には，箭者

ではイワノガリヤスが，後者ではムジナスゲがそれぞれ欠けている。この分類によるムジナスゲーヤチスゲ群
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Table　5． Contrast士able　of　the　fen　vegetations　between　the

nume「ic段1　method　and　the　Qrthodox　method　in

classi丘cation．

Vegetation　tyl）e　and　subtype　by　the

numer至ca1鵬ethod（Yabe＆Ito，1982） 1

Soc玉atioa　and　consociat圭。玖　by
　　　Tachibana＆　1to．（1981）

Cαア噌6諾ん0∫歳Z〃π∫ゼーC．Zカノ～03α　conlr

　munlty　type

　　i）C．々of4脚瞬dominant　subtype

ii＞C．〃〃’o∫αdominant　subtype

Cα1αノμα9ノη5々31α〃9∫♂02が∫一Cαノ¶8⑳

ρ∫6μ40㈲砿αcommun1ty　type

i）Cα。1σ〃9∫402ガ言ガdom三naat

　　　　subtype

ii）C．ρ56～44∂α〃冨ぐαdominant
　　　　　subtype

i
C・んof4馴〃漉一R妙z‘ho吻ノuノ伽噌厩soclation

　　率：尺ノ加〃‘画Mン7ゼ6α8娩var．’02π8・吻5α，　etc。

　　一：λ売・～ツαノ励8∫’ノ’⑫あα押脚・∫舘隅隅vaL⑫0ηオ朋8α

C．ん0∫ぬ㍑痂∫consociatio漁

　　一：C・〃ノ〃。∫α，M　か’．ぴb々α如
／．．．．．…一一．

　　2雪ア’∫（4♪ん02’μノμgハ億εμ6一（〕．Zカπ05α　soc玉ation

1

　　　　＋：ゐ0う8♂ガαぶθ∬∫1ヴb如，etc．

　　　　一：（フ．ゐ0～1驚π〃，ゴが

Cα．！伽95イω：～斧∫一Cψ∫8認0α醐．f‘αS・ciation

　　÷：加彦妙¶～‘5μ1！45々層ガ5varψ∫♂05〃5，　R2め’αブθ∫0θ〃5ゴ5，

　　　　　c伽ノzゐ8／9ガ

　　一＝C．々0ゴ4堵配ノπガ，飢ノη8フππθ5‘0η切～〃ノZ∫5，7．，万α4（ヲπ躍ノ多

　　　　　フ彰）0π1α4？η・

1

　　　i
門．…．．内．内．‘…．． P
　　　｝

　　　l
　　　l．．．

勘7㎎フ纏85coηημ～4π∫5－Cα．伽95407：興sociation

　　十：P　ぐ0η〃η㍑ノ～ゼ5

Cα．Z僻9∫407：卵CQBsociation

　　一：C．ρ5βμ40cπ’π飴α

C，た・ノぬ’〃痂℃α．Z召ノ～潔’∫402：卵sociation

　　＋：ハ伽ゴ6α8U1召var。♂．02η6η’0∫α，　Pω2ηノπZ〃～ガ∫

　　　　　Lα∫齪協丁み．め窪e・層ゴ∫，etc，

　　一：C．少．躍μ40ぐZ〃π∫Cα

C・ゐ。㎡zz〃ηガーC．メ）56～‘400z〃ηfcα　sociatiQI1

　　一：（池．伽π9’∫40が‘

君ω〃脚〃Zガ3－Cψ56～’40α〃厩ごαsociation

　　一：C．々0／4驚πノπ’～，T7”6Z4θノZπノπノ砂0πf6Z〃π

砺ε願♂♂αμ勲・～5一フ■煎4ε脚’～

　ノ妙。π～α〃πcommun玉ty　type

C．々0ゼ4堵～㈱ゼκψ詔z440‘躍硫αSQclation

　　一：C．読μ刀ゐ829だvar．64ψ8η4∫ご郡ぬ如，。Ro．ノ）αZZ‘5‘1層∫5

十；species　occurred　ln　Tachibana　and　Ito’s　communlties　classi丘cations　with　hi募h　degree

　　　of　either　dom三na且ce　or　frequency．

一；species　occurred　in　Yabe＆Ito，s　communlty　types　corresponding士。　the　former　with

　　　　h玉gh　degree　of　either　dom三nance　or　frequency．

落型は，ムジナスゲ優占亜型とヤチスゲ優占亜型にわかれ，両者にムジナスゲとヤチスゲが共通して患税して

いる。ヤチスク優占亜型に類似したサギスゲーヤチスゲ基群集では，ムジナスゲが全く欠落している。

　　　ムジナスゲ優占亜型と類似の植生のひとつとして同じ谷湿原である柏原湿原に分布するムジナスゲーオオ

イヌノハナヒゲ基群集があげられる。この群落ではやチヤナギが多く繊現していることから，ムジナスゲ優占



124
環境科学第5巻繁1号1982

亜型よりやや乾いた立地に成立していることがうかがえる。爾考の種組成はかなり一致するが，本調査地域内

のトキサタマップ湿原やオタルマップ湿原では，オオイヌ．ノハナヒゲは出現していない。

　　数量分類と基群集一群集分類の結果があまり良く対応しないことについて，現在の段階では．調査地域の
　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

ずれによるものか，標本抽出方法の違いによるものかが不明である。このため今後の再検討を待たなければな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」．
らない。

　4・3植生相互の関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヂ．｝

　　Fig・8はオーディネーションの結果に基づき，植生相互の関係を示したものである。図中の各植生の位置
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は，それらに属するスタンドの閣子得点の平均値により定めた。また図の下部には，区：分3の植生型は示され

ていないが，それらはいずれも両軸の0点付近に集中していた。

　　水位が湿原植生の分布を決定する一要因であることは，Godwin　and　Conway（1939），宝月他（1954）およ

びJuglum（1972）などの多くの研究者によって示されている。本研究においても，オーディネーションの第二

軸と第王軸は，水位に対して高い相関を持つことが，野外観察からも強く推定される。またこれらの軸によっ

て表わされた系列は，湿原で生じる遷移系列を反映していることも考えられる。

　　ただし，下図中の穴水植物群落型α）の成立している立地は，常時湛水している。しかしこの群落型は，

構成種類が極めて少なく，その中に高い因子負荷最をもつ種がなかったため，両軸のO点付近に位澱した。

　　本調査湿原の植生を規定している他の要因として，第四軸の植生配列から推定される地形の違いがあげら

れる。この軸によって示されている谷湿原と平坦地湿原の低麟湿原植生の異質性は，地形に起因する要因によ

っているものと推察される。

　　第　軸については，ナガボノシロワレモコウーヒメシダ群落型（G）が，平坦地湿原にのみ分布しているこ

とをのぞき，他の区分3の植生は，谷湿原と平坦地湿原の両方に鵬現している。現在の段階では，第一軸と相

関を持つ環境要因を推i話することはできない。

　　結論として，トキサタマップ湿原のように環境と生物群集の結びつきが比較的はっきりしている議論では，

得られた植生型と特徴晶群との結びつきが比較的明瞭にあらわれることがわかった。

　　橘・伊藤（1981）による，勇払湿原での基群集一群集分類で得られた各誌群集あるいは優群集と，今回の植生

型との対応はあまりよくなかった。これは調査地域のずれと同時に標本抽出に際して，必要標本数の吟味，散

亦地点の選択，植生認識の：方法や個人的経験の相違などが，両者の結果に大きく影響していると考えられる’

　　植生相互の関係をオーディネーションの軸で抽出したことは，今まで北海道の湿原に関して，観察事塞に

基づく主観的判断にたよってきたものに対して，客観的な植生相互関係の抽出方法を例示したものといえよう。

　　このオーディネーションの4軸のうち，2軸が水位と相関を持つことが推定された。このことは，オーデ

ィネーション法が植生相互間の関係抽出に効果的であるばかりでなく，水位のような連続的変化によって支配

されやすい湿原植生の解析には，本研究のような客観的な手法が必須であることを物語っている。北海道の湿

原植生は，今後この分野から研究されるべき点を多く食んでいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約

　　1．ウトナイト沼湿原およびその周辺湿原（42。42／N，141。42／E）は，北海道の太平洋側の海岸低地に発達

している勇払原野の一部である。これらの湿原植生について数螢分類を行なうとともに，種群の分類および種

間の分布糊関の解析によって抽出された種群の，植生型に対する特徴的な結びつきを調べた。さらにまたオー

ディネーション法により，植生型相互の関係をも検討した。

　　2．（1）の方法によって低潮湿原植生は，ムジナスゲーヤチスゲ群落型，イワノガリヤスーツルスゲ群落型

およびクPバナロウゲーミズオトギリ群落型に分けられた。このうち前者は，オタルマップ湿原やトキサタマ

ップ湿原などの谷地形の湿原に，また後2藩は，ウトナイト沼湿原や美々川湿原の平坦地の湿原に，それぞれ

特異的に分布する。ムジナスゲーヤチスゲ群落型は，さらにムジナスゲ優占亜型とヤチスゲ曇霞亜型に，イワ

ノガリヤスーツルスゲ群落型は，イワノガリヤス優占亜型とツルスゲ優占亜型に細分された。

　　3．　より乾性の立地に成立する植生は，エゾイソツツジ群落型，ハンノキ群落型，ナガボノシロワレモコ

ウーヒメシダ群落型およびオオミズゴケーヒメミズゴケ群落型の4つに分類された。

　　4．抽水植物群落は，ヨシ群落型と，マコモ，ミツガシワおよびヤラメスゲからなる抽水植物群落型の2

っにまとめられた。



126
環境科学第5巻第！号1982

　　5．抽出された種群を特徴種群として明確に持つ植生は，ヤチスゲ優占亜型，クロバナロウゲーミズオト

ギリ群落型，ナガボノシロワレモコウーヒメシダ群落型，エゾイソソツジ群落型およびオオミズゴヶーヒメミ

ズゴケ群落型の5つであった。

　　6．本研究で得られた群落型と，すでに発褒されていた低層湿原の基群集一群集分類の結果との対応はあ

まり良くなかった。

　　7・オーディネーションの4軸のうち，2つの軸は水位勾配と関係を持っていると雄定され，残り2軸の

うち1軸は谷湿原と平坦地湿原との地形のちがいを反映しているものと考えられた。また飽の1軸について，

関係を持つ環境要因を推定することはできなかった。
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　　Latin　names　of　Japanese　plants　shown　in　Figs．3and　4，　Tables　1－4．

in　text　as　the　number　in　appendix．

　1．　0α7で謬々。ガ4之〃～z～～

　2，勘rα87ノ漉85ωノηノ刀㍑ノ1お

See　the　same　number
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9V h4 lhmamemaOtw im': fts fu'g iJT

Equisetum･ .171tviatile

A4bn:yanthes tj`ij"bliata

Cai'ex limosa

EriQpho7'u?n .o?'acile

Rhblnchospoiu alba

Nblniphaea tetiugt)nia var. t'etiugonta

U)Ii'icularia inte7Ninedia

Eleochai'is wichume

h'is ensata var. spontanea

`SPailganittm stenophylluiit

Tf'iadenum j'aponicu7n

1lotentilla palttstris

Carex pseudoctt7ui(;a

Calamagrost･is laitgsdoi:filtl

.R)4)tg'onum sieboldii var. seiAiceitm

1't)()gonttm, hastato-sagittattttJt

Ca7'ex thunbeig'ii var. ampendiculata

1:t>,siinachin th3,i'stl17bi-a

Galittm tj'ij7dum var. bi"e'uipedttnculatum

Pt,(ysrenum thunbeigii

Lo,copus litcidus

Eguisetttnt palusti-e

Lobelia sessilijblia

Scutellaria dqpendens

.x!lntes Japontca

Spkaea salicijblia

Jtlbsta iectilfblia

Mrvrica gtzle var. tom.entosa

Elt)hagmun pal"sti'e

Jillydfungea panicttlata

Loiiilceju caei'ttlea var. em?hyllocalyx

Sci.71ptts httdsoniamts

Vt'ola wei'ecundti

Solidago viilga-aui+ea var. Ieiocaipa

I)roseiu rotundijblia

Lo,copt(s maackianus

ISIphagnune fititb?'iatum

JIZtycopus ttn.il17brtts

SangtLisoi"ba t'enuijblia var. alba

Lasti"ea Cl7ie(iyWtei'i.s

Lasti'ea nipponica

Caivx thunbeig'ii

Viola pati'ini'i

R･ubia 1'esoensts

lt),simaehia vt(igurf'is var. da'vtci"tlca

Leclum palasti'e var. divei'sipilosum

1)bgvnia laPontca.

Cav'ex l.v. ngh),et'
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51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

58.

59.

60.

61.

62.

63.

64.

65.

66.

67.

68.

69.

70.

71.

72.

73.

74.

75.

76.

77.

78.

79.

80.

81.

82.

                        ec ee ge} tlift

L]tricularia yaksi･tnensis

Erioca"lon monococcon

unknown Carex sp. 1
,SPailgzzni"m･ stoloiz･ij'eivint

Zixania latijblia

Carex vesicaria

thi'nassia palzestris

iEIPailganium stenopdyllum,

Rananculus gtteipaei'tensis

unknewn Carex sp. 2

Cicttta 'virosa

iSiphagnum subjhel'vum

kSIPhagnu"t magellanic"tn

Lathbli"us palustris var. pilostts

Stachrvs y-mpoitica var. 'villosa

Bti),chium･ robtestum

Sciipus wichttrae

[cYC(21t)US IU?ltosiSsi･tittts

ibythi?4m swlica7'ia

A4'iscanthus sinensis

Vdccinittin ox);cocctes

iSIPhagriunt sgttct?viositne

1':veris dentata

Cirsi.uJn 1)ectinellunt

Biuchythecitt.m rko,nchostagioides

ftllia endiviaoflia

unknown Mninm sp.
unknown BTiachytheciu7n sp. 1

unknown BTicxcdythecium sp. 2

7'rachs,cysttls immaiginata

unknown IZIIiilonotis sp.

Climacitem dendroides

ng 5 ig eg 1 ag･ 1982

                                      Summary

   Utonaito bog and its neighbouring bogs <42042'N, 141"42'E) occupy a part of Yufutsu Genya

which lies in coastal lowland of the Pacific ocean side in }i[okkaido. Numerical approaches

which include classification of stands, association analysis of species and ordination method were

carried out on this bog vegetatlon.

    1. Fen vegetation was classified into Carex koidetcntii-C limosa community type, Calantagrostis

langsdor17ii-threx pseztdocuiuica community type and .F)btentilkz palustrtis-7'i-iadenutn j'mponintnt

community type. The first community type distributed in valley bogs, which were cleveloped on

Tokisatamappu bog and Otarumappu bog in Yufutsu Genya, and the seconcl ancl the third type

distribute(l in plane bogs, which were developed on Bibi bog ancl Utonaito bog. Carex koidNcrum･ii-

C. Iimosa community type was subdivided into C. koid2utni'i dominant subtype and C. Iintosa

dominant subtype. Cdlamagrostis langsdo7;fiii-Ca7"ex pseudocu7uilca community type was a}so sub-

divided into Calamag7vstis langsdoi:t7ii] dominant subtype and Ca?'ex pseitdoctiraica dominant

subtype.

    2. Vegetations on drier habitats were classifie(1 into the folloxKiing 4types: Leduntf)alttsti'e var.
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di'versipilosum community type, Alnus ]'oponica communlty type, Sanguisoiba tenuijblia var. alba

-Lasti-ea 71hel."pteris community type and SPhagnu.nt palecstre-S?bh. Y7m･briatum community type.

    3. Large emerging macrophyte cornmunities were divided into REtJug7nites communis dominant

community type and eme.rging macrophyte community type composed of A4bnpanthes tr)lfbliata,

Zt'xaitia latij?71ia and Carvx lyngtv)･,ei.

    4. Cai"ex limosa dominant subtype, Pbtentilla lhlustris--Triadenuin j'aponicum community

type, Ledum palttsti4e var. diversipilosum community type, Sanguisorba tenuijblia var. alba-Lastrea

7'hel"ipteris community type and Sphagn.ttin palttstre-SPh. fonbrirtum community type had their

ewn definite characteristic specles groups extracted from the eluster analysis and the association

analysis, respectively.

    5. Sociations and consociations obtained from the orthodox method were not necessarily

paralle]ed to the community types by the present numerical classification method.

    6. Among 4 ordination axes, two axes were estlmated to correlate to the gradient of water

levels and one axis refiected the difference between valley bog and plane bog. Ecological factors

correlating to the last one axis were not identified in the present study.
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